
イギリス中世の一頭韻詩："JOSEPHOFARIMATHIE"－アーサー伝説の一環－

田中幸穂

On an Alliterative Poem in ME : JOSEPH OF ARIMATHIE

•|As a Link of the Arthurian Legend•|

Sachiho TANAKA

まえがき

現在までに刊行されているEarlyEt唱lish

TextSOeietyのPllblie如iOIlSを要約すると

大鰐攻の囲組になる．

1・ArthllTalldotherRoma・llCeS

2，wOrksIlluStratillgEnglisht）ialcctS

alldtheIIistoryofEIlglishLanguage，

includingaSeriesofRc－editionof

］／arlyEIlglishDictiollaics

3・Biblie8．1rrra11Sl孔tioⅠlalldReligio11S

TreatiSeS

生・MiSCella－11e（）11S

以上四組の中の第一番目のものの中に攻の五

っのものがある．

1・HTheIⅠiStOry。ftheII01yGraa1，，，

whichtcllsofJosephofArimathea，

aTldhowhebroughttheHol．yVesSel

toEIlgla11（1

2・‖丸rerlillり

3，μT一鋸lCel。t0fthet・akeり

4＝．“TheQ11eStOfthcllolyGraal”

5．バ1emOrtArtuSゲOrHjnorteDarthllrり

この中の第一番目に属するもので，walter

w・Skeatの編したJosephofArimathie

がある．（OrigitlalSerieS拍）このテクストの

中には“JoSephofarim叫hie”（fromthe

VernoⅠ1卸町，TheProse“LyfeofJoSePhof

Armathy”，“DeSaTlCtoJosephabArimathiaH，

TheVerse“LyfeofJosephofArimathia”

がある・この中の後三っは最初の頭韻詩JoSeph

ofAriIna紘it号の理解の補助に収録したもので

あるので，私は最初の一っを取扱うことにした－

1・アリマタヤのヨセフの歴史性と博記憶

知られる如く，アリマタヤのヨセァは新約聖

書の共観福音書と第四福音書に出て来る者で，

ca11011に依ると彼はJerllSalemから10哩位北

方のアリマタヤrArimathia）に生れた金持で，

善良で正義に富み，神の国を待ち望める男で・，

イエスの死後その屍債をビラトよりもらい受け，

雨麻布で包み，砦の宗に納め）石を蓋に呼量に

葬った人である・（この時エコデモも投薬や沈香

を携え来たとある・ヨハネ伝参照）Ap0′crypha

（NicodemllS：）によるとJosephはその後Jews

に捕えられて投獄せられるが，不思議にクリス

トに救出される・即ち，クリストは獄中の彼に

現れ，彼を自らの手で連れ出し，アリマタヤの

町にかえす・

このJoSephが英国へ渡来したという伝説は

GlaStoIlbllryで早くから固く信じられていたよ

うである・此が夏に伝説を生むに至りBritai11

にもHOlyBible中に述べられた着が廃人か

はいることを主張したい慾望から色々な物語が

書かれ，叉其を基にして全く荒唐無稽のものも

出来たやうである・

このアリマタケヤのヨセフがどういう形でア

ーサー伝説と関係があるかというとArthllrの

主宰するRo1111dTableの騎士達の中で最も高

潔であったGalahadだけが所謂HolyGrail
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を実際に祓ることが出来たのであるが，この  

Eoly Grailを：臥itain に持って来たのほ  

Joseph ofAri－℃athea であると信じられてい  

たからである．実際私が読んでみた東胡詩の中  

で一回（；ala‡1adの名が出て来る．   

Go 〉o11mOSt tO 〉il、・yf 酢ttl〉ou most   

nede   

A cIlil（l，（ialalla（lscIlalbeIlOtell〉at   

宣教団がB｝・itai11に渡来し，（Tertullianほ大  

体A上）・望00年迄にしか戻さない．）粗末な教会堂を  
Gl払StOIlburyに建てゝ以来，其処ほ宗教の中心  

地になった・Bro－、′11のTIleIIistoryofEnがisII  

Bible によると，「ぎorma11Sによる英国征服と  

共に必然的にその征服した土地を取扱うための  

緊急な問題が起きた．それは，将来話される言  

真ほどんなものでなければならぬかという問題  

では全然なくて，征服者のか被征服者のかとい  

う問題であった．ノルマン社会の社会的要求を  

輸入することにより，その強力な力の前で，王  

と宮掛こより支配されていた英国語は自らの存  

立のため戦ほねばなかった．そして其ほ勇しく  

戦ったし，その強い性格ほ其の戦に役立った．  

ざornlal巨FrencIlが宮廷や学校や酒場の富美に  

なった晩 SaxoIl語ほ，不按不屈で百姓家や  

COtta酢 に，叉市場の取引や日常生活の日々の  

行動の中で，その生命を保った．然しこの事が  

一方真実であると共にl」atillV111gate の聖書  

が英語に礪訳されることも少くなかったやうで  

ある．四福音書のAIlglo－Saxα1VersioIlは十  

二世紀の未になる迄書きつづけられた．大英博  

物館にほ十二世紀の終頃に確か書かれたと思ほ  

れる写しがある．英語のもつと古い形が征服以  

後永く使用されつづけられたということを示す  

やうな，その他の写しが0ⅩfordやCambridge，  

その他の併にある．錦亦13紬年迄聖書の唯一の  

本が征服以来英語にそのまゝ朝≧訳されて来てい  

た．此は Ps8，1ter で1390年頃二つの形でこ睨れ  

た．最初のものはKeIlt州のCha．rt S11ttOIlの  

VicarであるWilliam deぎeborham．によって  

訳されたものである．それに三欠いで殆んど同じ  

時期に北方YorkshireのSaxoIl方言に訳され  

た詩篇がある．此は英語の註解を伴っている．  

彼のこの註解附の詩篇ほ，Anderbyの敬愛な隠  

者，n′rar卯ret Kirkey によって書かれたもの  

と思はれる．そして其が書かれた後，その世紀  

閥広く流布し，他の者に高く評価されるに至つ  

たやうである．彼の晋作は宗教改革迄此種運動  

の一環として精神的方面を担当したやうである」  

と言っている．この引用でも解るやうに英国の  

goodnesse scもalreise   

〉e AventllruS Of］‰11ta）rIle t（一 九all11SeIl   

a－1d tol101den（1．230－232）  

（お前は妻の併へ行って，ガラハドという大事な  

子供を生まねばならぬ．彼の徳ほブリテンの驚  

くべき功業を高め，保っ基となるだらう．）   

もう→つこの伝説と関係のあるのは，前に述  

べた TIle Verse ＝1yfe of Josei）IlOf  

Ari－℃雨†liとも”の中に於てである．即ち，此によ  

ると，軌・丸根phのShri11eに凡ゆる人々が捧  

物をするようすゝめた後，著者ほ奇怪なWalIl11t－  

treeに言及し其が hard by theplacewhere  

kynge Artll11rl閥S Fol111de に成長し，叉  

Ⅵ7e払ry－all－】1ill（1Ⅳerraトー＝1．385）で3本の  

11al咄orn→treeS が成長するといっている．然  

し，この物語を全儲を通じてみると斯る木1本  

即ち，Glastonb11ry－thorIlが里Josei）hの英国  

到着後彼がそのhalV址orIl－11－00dの枚を大地に  

突き立てた地点に成長したことを物語っている．  

2．作  者   

この“Jos叩h of Arimatllie”は，恥loryも  

その“1・Iorte DartIl11r”（Boolく．XIl†，ell．IO）  

の中で其に依ったと思ほれるフランスの散文  

‖La QlleStC delSai11t Graal”（AD．122t）年代  

作）の一部を大鰹磯訳加筆したものである．作  

者ほ全く不明であるが，或る愛国心の強い僧侶  

ではなかったかと想像される．Skeatによると  

此の詩ほ恐らくもとほ約8浦行から成ったもの  

であるらしいが最初の108行進くが，紛失し，最  

後の拍∂行が残っている．  

3．成  立   

第二世紀の前後或は其より50年も早く基督敦  
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宗教的熱心は古くから亜強いものであり，此に  

加えるに当時の十字軍遠征という社会的大関心  

事とが重り合ったところに“†Tosel血of aTilna仏io”  

ほ成立したものと思われる．   

次にこの詩の成立した時期を確定するために  

跳ea七の言うところをきくと「r‡1ユrmeの無い頭  

韻の metre で苦かれた英語の詩ほ比較的少い．   

この詩は此に属するが，私ほ約23程知っている  

が，HalesとFllrllivallにより編まれたBi鵡0】〕  

アercy，sユーSの第三巻の目頭に書いた私の頭韻詩  

の論文の【P㌢こ此等望3詣のリストを載せて掛、た・  

我々が現在扱っているこの詩は，そこでほ91番  

目に位置取り，その上充分に書き表されてもい  

ないが，その頃私ほ其に就いて多くを知らず．  

従って其に正しい位置を与えることがi賀来なか  

った．然しこの請ほ年代順から言えほ，そのリ  

ストのqlで非常に早くなければならず，確かに  

第五番目以下でほなく，多分番三番目であると  

思う．此事ほこの諸にその主要な価値を与える  

ものである．其は明かに征服以後に存在する頭  

韻諸の最古品の中の一つである．このことほ容  

易にその言某がWill如上Of Palerlleに似てい  

ることによって解るのである．そして私は其を  

Piers the Pl（）1Ⅲユa11よりも早く置くべきだつ  

た．其ほそれよりも遅くはまずあり得ないと思  

う．というのは，其ほその詩の最も早い版の最  

も早い写しと共に同じMSの中に見出されるか  

らである．我々は安心して，其をA．D．1360年  

より遅くではなく位置附けることが出来る．即  

ち，私はむしろ其を大体1350年にしたい．その  

わけはそのnletreが1Vi11iam of Palerヱ1（ラ よ  

り rllggedであり，より初期の性格を持ってい  

るからである．そして私ほ此処では次のやうに  

述べることを中止．するかも知れない．即ち，頭  

韻詩の進歩の法則ほ，1．1（－OSeなmol11dにでき  

ている1iTleから Strictな mo11id の1illeに  

移行してゆくものである．2．二つの頭韻文字  

を持った1i11e から三つの頭苛文字をもった  

1ineへ，そして，非常に後期の例では四つの頭  

韻文字を待った1i11eへと移るものである．3．  

不規則な夢路を持った1iIle から，極端な規則  

jEしさがふさはしい日東の青の繰返を何かしら  

無理な単調なものにするやうな1iTle に移行し  

てゆくものである，ということである．勿論或る  

作家達ほ他の者に綻べ， このことに不注意だつ  

たが，然し，此の原理は確かに我々を或る点まで  

導きはする．即ち，原文中1iIleS9一一Il＿で二つの文  

字が斯くも屡々使用されるという事実は決定的  

に弛頓両tyの印である．又六番臼の1iIleで  

は同じ文字をもって始る三つの語があるし，1  

と9行に於てはⅤはfに対応し，1と12行では  

我々ほ四つのriTne→1ettersの普通でない111いtlb－  

erを持っている．（次行参照）   

…・Sire，”he seis‘‘aTl（1soIleIlda）ris  

llOl川・e．〃   

〉ell11e allel‡1111川heIl鋸1beiヲ 〉at‡1erdell  

Ilis worde5，  

“民主tis い＼′O a11（1fotlrtil17i11ter〃， ｝ei   

Seiヲen“Lr州rely 壬、orsope，   

Fi〉e－1〉o11SOl榊est〉is】－tlt andtol）rison   

eo（le純！”  

“ヌ0－－7Ⅰ〉0工l】｛e 呵y斗）rd，〃 sei（まeIo5epll  

“‡atlしラ11te me Of his grace；   

TIle 〉i11ke〉 bllt 》Ⅰ・eOIli鍾 al〉isilke   

♪工・0、、∴e．”   

〉enIleIosej）h aslてeSでⅢ1tStOIl＆isI－folll7ed   

blylle；   

〉eiぎ0Iell－eIliliTl1日．11（lhislVyf ＆ 両地   

billlf11lmo11ye．   

Si〉eIICO！n Va叩aS血1S a11d was fLlrSt叩e（1，  

InIeIlO‡11e Of 〉e fa（1er Iosei）h 王IiTn   

fol帥・e（le，   

AIl（1he（ldeItllrIled to 〉e fey〉 fi伽i  

l＼′itllIliTn－SelueIl．   

Si〉eilIl（ヱ fette his faderll有Ila ferde   

a－1（la一宇eyllfolldet，   

〉cr iei bosked hem out，｝at hudden   

he！n iIlIl【lirenes，   

ユrrade hem to hul）Pe half a11hllIldret   

foote，   

forte seche bo♪em 昏er？einoIISeiちen．  

〉llS 〉eil乱d（1eil〉elyf aIld lengede  

【－－71－一一   
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longe，   

〉atl11yteliked bisleyk 〉er aslle  

lengede．   

上eole floll・enforfer七OutOflleOre C11〉沌e  

illtOAl喝ril）1）uSlo‡1d、、‾aSもero11（les eir，   

〉ere moIlyelengiIlde weore for－1et of   

もeore．o11ne（1．Ⅰ．【一一→9む）  

4．内  容（梗 概）  

作者の項でも述べたやうに最初の1摘行程ほ  

敵失しているが，Skeatによるとそこほ大体次  

のヤうなものであらうという．即ち，イエスが  

葬られてから，アリマタヤのヨセフはユダヤ人  

達に捕えられ，窓の一つも無い土牢に入れられ  

たが彼はそこに四十二年居てやつとVesl）aSia11  

により救出される ．（此が詩の本文から紛失し  

たと推定される部分であるが，このことほ新約  

聖書の何れの福音書にもなく，又Al｝0′cl・yl）ha  

（Ⅳicodeユー1ilS：）によっても，ヨセ7ほクリスト  

自身の手により助けられ，アリマタヤにかえさ  

れることになっているので，此の部分も創作の  

部に属する／）以下に本文の物語の荒筋をテクス  

トに従って述べてみる．  

Josel）hは救出されてから，Vesl）aSiallに在  

獄の期間カミほんの三日間に思えたと昔げる．先  

づ己自身がバブテスマを受け，次にVesl）がia11  

と抽入の着に洗礼をさづける．その後Vesl）aSiaIl  

はJosel）hを投獄したユダヤ人達に仇をかえす．  

その後，或る声がJosel）llに命じて，「お前は  

妻と息子とを連れてJer11SaleTn を離れて福音  

を萱べ伝えよ．一度出た処に再びかえってはな  

らぬ」と言う．翌朝，彼ほ命ぜられた通り創意  

を整えて，受洗した5む人の一隊の先顔に立って  

放発つ．先づiうeta叩e に到着．或る者が宿を  

心配するのをなだめて言う．「我等を導き給う  

神は必ず守り給うであらう」と．すると直ぐ其  

の場所に彼等が今蓮見たこともないやうな宿を  

見出す．翌朝も用意を整えて出発する．そして  

Damas川Sの土地にあってそこの王の併有する  

Argosという美しい花々の咲き乱れた森にやつ  

て来る．  

その時，今度は・Je冊C‡1l・主st自身がJosel）h  

に話しかける．トJosel）h よ，材木に印を附けて  

箱を蹄えよ．お前が受けたその血を盛るように．  

最後の審判が来る時，お前ほ用意が整って居り，  

正しくあるだらう．そしてお前もお前の息子も  

何の危害も加えられぬであらう．Josel）h よ．  

世界【巨を歩いて私の言糞（福音）を腐れる人々  

に意べ伝えよ．必ず人々ほ聴くだらう．彼等ほ  

お前の話すのを脅すかも知れぬが何もおそれる  

ことはないから」Josei）hが答えていうのに「主  

よ．私ほ僧侶でも何でもありません．何も知ら  

ぬ私ほどうすればよいでしようか」「唯口を上下  

に開くだけでよい．そうすれば常在ぐお前の口  

‾古に帰するだらう・」   

一行ほやがてSarrがと呼ばれる何日こ到着す  

る．即ち，Abra】Ⅷ－11の妻サラから生れた子孫  

が住んでいる土地である．J（－Sel一九 はどこを見  

ても寺院以外建物が無いので，その一つに入つ  

て行く．みるとこの土地の王がその中に坐って  

恐れおのゝいている．Josel血 はこの王を先づ  

神に遷そうと希望した．王はEgyl）tと戦って敗  

北し，何時も傷つけられ，更に敵と戦うためにほ  

家臣の忠言を聴かねばならぬので会議を開かう  

としているが，彼等ほそれを拒みつづけている．  

Josel）hが言う，「王よ，お顔色が悪いが，何か御  

心配事でも；御不満でもおありですか．若しあ  

なたが私の言うことに耳を傾けるなら，私は約  

束を致しますが，確かに創造者なる神があなた  

をお助け下さるでしよう．その神ほ十字架上に  

死し，それ程の価を資して我キを磨ったのです．  

私は彼の数多い事蹟を語るにほ値しないもので  

すが」ここで王と・Josel）hの問答となり，・105el）h  

ほ言葉を尽して福音の事実を解き明かす．然し  

王はなかなか聞き容れず，殊にi11CarIlatわ11の  

事実に強い疑を懐いて言う．“Ho11SChol（1e a  

ehild come forll・ithollt flesely de（les，8ト  

tlVelle WOnユ｝nOna11d moll？111y WitIlOtleeue．”  

（1．柑7一Ⅰむ8）（どうして男と女の交りなしに子供  

が生れるか．わしの智葦では到底信じられぬ．）◆   

更にJosel）hはtrini七yの財嚢を詳しく説明  

する．然し王は“〉elengorelhere，｝elesse   

【 72－   
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resoTlIseoin〉at〉at〉ollrikeIleSt．〃（1．丁37→  

Ⅰ38）（私は聞けば聞く程お前の言う理屈が解ら  

なくなる．）という．そこで王ほおかゝえのClerk  

を呼出しJosei）bと議論させる・JosepIlは聖書を  

用いてほんの三語内に彼をやりこめて了う．こ  

の時∃三ほ・Tos叩bが素足の質素な身なりなので，  

夏めて名前をきくのでJosephほ自分の名前を  

名乗る．王ほ「どうもお前の言うことほ不可解  

至極だから，明日もう一度此処で会ってくれ，  

お前達にほ充分の宿と食物を提供するし，それ  

にゆつくり休裾ま休む程，我々の聴く 力も増  

えるだらうから，（“Who‡1VreleJrSeris HlOre  

Vrel11Stγlgeis bettre”）」という，この時王は  

Jose‡）Ilの息子Josei）heを見附ける．彼等ほ王  

の取計らいで町の美しい古い宮殿に泊る．   

ここで著者ほJosei－hのことを離れて，王に  

話題を移すと書いている．（“ざ01V lVele11eII  

Josel）h月山d of〉e kiTlgCa叩en，，）さて王が夜，  

床．に就いて居ると三つの心配事にとりつかれた．  

一つほ，彼と相容れぬ部下の者達の強情，その  

こは．Josep壬1の熱心に説いて聞かす福音の物  

語，三ほ，神がどうして乙女マリヤに括ったか  

ということ．ところが王はその時二つの玄プをみ  

る．一つほ部屋の拭から三木の木が生え，その一  

本ほ黒ずんでいる．（（：hristを意味する．）よく  

みると各々の木にほ三色の文字が画かれている．  

即ち，遊金，銀，音，此等ほ，神の創造，救済，  

変化を敢えているものであった．王が見ている  

中に其竿の木は一本の木に合して行った．王も，  

呼び集められた家臣謹も，余りの驚きに気絶し  

かけた．それから王は，板で作った新しい部．望  

の壁を見ていると，固く閉したドア←をぬけて  

一人の子供がす－とやって来るのを見た．暫く  

その子供は留っていたが，叉元通り消えて行つ  

た．その時，王ほ或る声を聞いた．「王よ．／午  

此処で起ったことに何も驚くことほない．その  

やうに神ほ汚点なく乙女に宿ったのだ．（“Ki唱，  

hatle 〉otl110ferlも of〉如is beere forlned，  

for 紬 gOdllrit土1－O11teIll一郎】ユ11・eIl（ieilla  

n†孔ydell，’’）（1．幻0・2ⅠⅠ）」   

ここで著者ほ，王のことを離れて・Tosepムに  

就いて語ると記して請を進めて行く．（，ぎow we  

leuen〉e king and ofJosei）h eari）eIl（1．313））  

Josephほ神に祈を捧げる，「おゝ，主よ．どう  

しても理解し得ないこの王をどうすればよい  

でしようか．今，此処で披を改心させなかった  

ら，彼ほ以後決して改心しないでしよう．イエ  

スよ．汝ほモーゼを通してイスラエルの民に語二  

り給い．彼等に信仰をすゝめ，異数の神々では  

何の役にも立たぬことをすゝめられ，叉ライオ  

ンの沢山居・る獄中にi）alli（、1を三雛優に守り，  

n質agdale工1e のマリヤをやさしくその罪より許  

し，叉私の祈が叶えられると衛約束なさった主  

よ．どうか．私の祈を溶け入れて下さい」その  

時，一声あり，次の如く言う．  

‘‘Iosel）h，ムa11e〉ollIlO Care〉e kユrIlgS（舶1   

SOIle tOrIle：   

Go〉ou mostto♪iwYf getc）ou！nOSt hede   

A（血ild，Galahad scIlalbeIlOten）aも   

goo（111eSSe SCllalreise   

〉e AlleIlt11rllS Of Br－1tayne tObauTISeTl配慮   

to holdeil．”（1．299－9三‡∋）   

（ヨセフ，心配することほない二王ほ直ぐ改  

心する．お前は妻の併へ行って，ダラハド  

という大事な子供を生まねばならぬ．  

彼の徳はブリテンの驚くべき功業を高め，  

保つ基となるだらう．）   

そこでJose主）hは拭に就く．翌朝，自分が鬼  

に起きて部下の老兵を起すと，峯が俄に曇り，  

物凄い雷が鳴り，大地が揺れ始め，皆の者ほ恐  

れおののく．Jose王）11は木綿を想いだし，そこに  

行ってJesllSCh頭t に祈りを捧げた．殊に息  

子のJos読！）be のことを祈るのだった．すると  

Josai）土1eほ十字架上のクリストを見た．叉五人  

の天使が彼の上に立ちふさがり，火のやうに赤  

く輝いているのをみた．一人ほ，奇妙な色の十  

字架を手に携げて居り，二人目ほ，三本の血の  

附いた釘を手に持っており，三人目ほ，イエス  

が被っていた茨の冠を持って居り，四人目は，  

イエスを突き刺した槍を持って居り，五人目ほ  

イエスが包まれていた血の附いた藤切壕持って  

いた．その時・Josaplle ほ畏れの余り弊れるが，  
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語り始めようとすると，丁度そこへ使者がやつ  

て来て，Tholo－ner の軍隊がすつかり王の国を  

侵略して了ったと一宮げる．   

王ほ軍隊を用意すべく命令を下し，早朝Car－  

boyの城で落合うよう指令し 

からも馳哩，敵陣からも馳哩だった．出陣前に  

Josephほ王恥alak に王の卑しい前歴を語る  

の′だった．そして言うのに「あなたが今度かえ  

る時にはあなたは私の説明を聴く充分の用意が  

出来ているのを本当に知るでしよう」といゝ，  

Evalak の楯を取り，その真申に赤布で十字究  

を優り，若し危険が最高潮に達した暗にほ，此  

の十字架を見てクリス＝に祈るようにとすゝめ  

た．そのわけほ実際にその楯の十字架の像を見  

得るものほなく，従ってその日ほ危険が迫って  

も，その危険は過ぎ去るから．   

両軍は戦い，11：val王もkの兵ほ惨敗し，墾52人  

ほ逃げた．王は水際に行って身体を休めていた  

が，その時，一人の使者が女王からの手紙を彼  

に届けた．王が読んでみると，こう書いてある．  

今は直ぐ引上けること，そうでないと11bolomer  

の部下が彼を揮えるだらうと．王は一体詐がこ  

の事を女王に知らせたのかと訝ったが，使者の  

いうのに宮殿に居る二人の基督教徒ではないか  

と思うと告げた．女王の手紙はJ（指apheの忠告  

によるものであった．王は直ぐ命令を出して，  

より多くの兵を整えるように手配した．かくし  

てその日は暮れ，要目になった．王は新しい兵  

1組0人を集めた．ところが王は直ぐ例の森に真  

新しく武装した580入の騎士を見附けた．それ  

は自分の妻（妃）の弟でFer墾血e と呼ばれる年  

若い伯肇だった．今迄も素暗しい行動でその武  

勇は知れていた．その一隊が加勢してくれるこ  

とになったが，その際のSerapheの兵士達への  

訓話は面白い．  

“holdes ollStille，   

And 〉eIlkes oIl，gOOde men）c grefis   

ollre Cllildre；   

what wolbiイalle 〉er～Of a‡1d we ben   

eoIlf（）llndet．   

Botere hitll・ere douhtilyche to diヲeI＝一Il  

再びクリストほ・Tns叩heに起き上るよう命じて  

起き上らせる．次に祐はJes11S Christ が十字  

架上に張り附けになるのをみる．その時使用さ  

れる十字架も，釘も，槍も，天使達の持ってい  

たものだ．兵赤な血が流れ満っている．彼はず  

つとその昔痛の様を見ていた．余り永く見てい  

るので，父のJose！血が詰問すると息子のJo－  

S叩ムeが言うのに「あゝ，お父さん，今私に触  

れないで下さい．今私には身に余る霊的恩寵が  

充ち溢れて居りますから」そこで二人は喜に充  

ち溢れてその木箱に見入る．二人は．TesllS Chirst  

と白い布を持った二人の天使，erlletを持った二  

人，更に二人が宝石を鎮めたがラス壇を持って  

来るのをみた．更に二人が十字架と僧帽を持ち  

来り，間もなく他の二人が着物を持って来，叉  

こabrielが美しい椅子を持って三睨れるのをみた．   

彼等ほまた美しい二宿に露ほれた祭噂を見た．  

その一方の端には槍と釘があり，もう一方の端  

にほ血の入った肱があった．Jes11SほJosa】）heに  

美しい着物を着せ，両方の手で以て彼を聖別し  

ていうのに「お前が行くどの町でも，お前に為  

したと同じ膏薬で人々を党別し，クリストに還  

るようすゝめねばならぬ，今お前を霊の救済者  

として任命するが，≡若しお前の謀＝謬により，誰  

かが私の国から落ちるようなことがあれば，最  

後の審′囲の口，お前ほ手厳しく非薙されよう．  

お前に言うが，お前の父Jose！）hほ肉体的に人  

々の世話をするが，今やお前ほ霊的に彼等の世  

話をせねばならぬ．さあ，王を改心さすために  

宮廷に向え」・Toseph等は王宮に向う．王は二人  

を論駁してやらうと最優秀のClerkを用意して  

いるが，相互の大論戦の未にこのClerkが反駁  

しよう とやおら立ち上ると不思議に舌がかなは  

なくなる．無理強いに声を出そうとすると今度  

は両眼球が飛び出して了った．王も家臣蓮も達  

てふためいて二人を殺そうとしたがelerkを元  

通りにしてやるということでやつと和解する．  

そこで二人は偶像の無力を実際のものに当って  

証し，王の心を改心の方向へ向ける．王はJosaphe  

の予言－Babylonの王，Tbolomerが攻め来  

ること－を不安顔に尋ねるので，Josapheが  
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Vpha1111Set；   

harde scheldes todClo11eIIOllquarterS   

fell（札   

SleIlhors and－1（）nl1011iche at eIleS．（1．583－   

517）   

（祐の辛が死を掠っていて，其を彼ほ周囲に   

ばらまくやうにみえた．楓′ま玉大な，柄のつ   

いた斧を高く振り上げ，凄い力で打降すのだ   

った．彼ほ其を両方の手に紺で固く括りつけ   

ていた．そんなにして彼は斧を打ち降すので，   

殆んど彼の辛から逃れるものはなかった．俊   

馬ほ繁れ，戦は入り乱れ，荒武者ほ荒武者に   

立ち向い，楯ほ打ち砕かれ，堅し、鎖子鎧も突   

きぬけて胸の奥迄突き刺さった．兵士の血が   

穂先にきらきら輝き，馬で馳け廻っていた者   

も見越しに伐り倒された．徒歩で逃げ廻って   

いた者ほ窟越しに切り殺され，大勢の者が鋭   

い刀で切られて唸りながら転る．時の間もな   

く彼等ほ息を引取る．裸の首が転り，兜は上   

向きに投げ飛ばされ，堅い楯も真二つに砕け   

てあつちこつちに横たはっている．彼等は皆   

殺しにされた．馬も兵士蓮も．）   

斯くの如く伯欝Serap‡1eほ奇功をたてるが怒  

り狂ったTholomerの軍との次の戦で，Seraphe  

ほ気偏し，王Evalakも酷く傷附き補えられ，  

近くの森に連れて行かれるがその時王 Evalak  

ほ楯の霞を取ってその上に固かれてある十字架  

を見詰めて祈った．すると一人の子供が十字架  

上で血を流して碇られているのを見，自分も神  

の姿に似た者になるよう歎願した．すると一人  

の白装束の騎士が彼を救けにやって来た．里畢  

も馬も白百合のやうに純白で、その栢の上に印  

Or r）11ne，   

〉eIIWi）schelldschupe to schone and   

VS a→ba】こdraⅥre．”（1．墾92一塁96）  

（悲しむのを止めよ．そして我々の子供達の悲   

しみのことを考えよ．若し我々が恐れて了え   

ほどんなことが起るであらう．   

我々ほ恥辱を受けて引退るよりもむしろ己が   

手で勇しく戦って死ぬ方を潔よしとするもの   

だ．）   

その時彼等ほ既に敵陣忙一太刀の間隔もない  

程に近附いていた．Sera王血eほ誇らしげにやっ  

て来る男を見るや，その pole－aXeを打ち降し  

て直ちどころに打ちのめした．彼ほ一番厚い部  

分で自分の武器を試してみたのだったが，その  

頭脳は打ち砕かれて酷く傷附いた．この戦ほ実  

に激しいもので，又ここの本文の描写は実にす  

ぐれているので暫く引用してみる．Serapbeの  

活躍ぶりである．   

Eeer baleiTlhisも0Ild bedIli仁abotlte．   

Hc hedde aIlhache vl）l）On heiヲ Wi｝ a   

針et．hal肋   

Hl11（lhiも harde l†－i〉 teis．iIlhis いyo   

hoIldes；   

So he frusschede hem with and fc．Ildede   

his streng〉e，   

〉atl11yte mi舛e falⅥ111i－11fro 鋸1d to   

fl11iちt fotlll（1eIl．   

〉ere wec）re Stedes to stnlieIIStOureS tO  

llユe〔11eIl，   

ユfeeteIlm獅fulmeilmヱ玉11eIl〉orw scheldes，   

且arde hauberkes to borsteIl那1dIe brest   

〉llrledell．   

Sebo‡1Se‡1e‡1eVpi）011SChaftschalkene blode・   

〉0 〉atIlOuen Vl）i）0Ilhors heol代IlOn   

helmes．   

〉0 〉atll111（le！1heln OIlf－ote 土1al〈ken   

〉orlV SChol（1res．  

InOny SW（－11須1illgelay 〉orw schindriTlge   

Of scharpe，   

AIld st，arf aftur）e de〉iTla SChort while．   

〉er wcoreIl hedes vil－huled helmes  

した赤の十字袈も非常に美しく見えた．この騎  

士ほ Tholo－℃er を惨′殺し，Serai血e を癒し，  

Thololner の馬にEvalakを乗せ，彼を援け  

て完勝を得しめる．そしてこの際士ほ何処へと  

もなく消え去  冬ごそして二人ほ直ぐ宮廷にかえ  

りたいと思い，叉不思議な基督教徒の二人に会  

いたいと思った．   

ここで再び作者ほ話題を王からJosephにか  

えして語り始める．（yolVⅥrelel把1〉e kyng  
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よりも立派な方ですよ”‘そこで私は“ではその  

方が私の家に居る私の兄のぞうに立派ならその  

方を信じましよう”といゝました．すると“そ  

うです，お嬢さん，あなたが此処を去られる前に  

御自身でその方を直接見られる程，大いなる恩  

寵が降りますよ”その時，イエス，クリストが  

非常にほつきり御自身で現れました．一目見た  

きり，私達はそれ以上見得ませんでした．そう  

していると，一魔の風と，何ともいえぬ匂があ  

たりにたちこめ，大変いゝ心持になってその時  

どんなことをしたか忘れてしまいました．彼ほ  

神のテーブルを用意し，聖書を持って来て，私  

と母とが楽しく其を受けるようにしてくれまし  

た．こうして私ほクリスト故に入信したのです・」  

Jose！－hが講を聞き終って女王に問うのに「それ  

では何故あなたは御主人をそんなにも永くあの  

やうな生活を透らせて置くのですか」すると女  

王ほ「そうなのです．でも私にほどうしようも  

ないのです．主人は非常に頑固で，神が恵を沢  

山下さる時以外は信心深くならないのです・上   

さて王ほSarrasにかえる．大勢の寛が彼に  

従っていた．彼ほ家に帰り着くや，Jn眉e王）h と  

Jos墾）heの二人を名指し呼求め，自分の床の両  

脇に侍らせていうのだった．「あゝ，Joseph，お  

前の言ったことほ真実だ．お前が最召那こ告げた  

通り，お前の信ずる創造者ほ讃美さるべきだ！」  

すると，▼Josapheが「それは誰か」と尋ねた・  

JosepIlは直ぐ答えた．「汝を七人の騎士の運命  

から守った者のことだ．．」－Jose王血は神の大熊  

の模様を彼等に詳かに語った．その事ほノ彼等に  

は不思議でならなかった．その時，酷く負傷し  

た者が一人帰って来た．彼ほ片腕を切り柾され，  

それを片方の手に携げていた．そこでJo5eph  

ほ王の楯に祈り，その男を膝まづかせた．する  

とその腕ほたちどころに元通りになった．そこ  

で，Serapムeは真先にパブテスマを受け，名を  

ⅣacieIIS と変えた．彼はその日受洗した着の中  

で最初の着であった．彼が受洗する時，他の者  

ほ見ていたが，彼はその際まるで炎の如く輝く  

やうに見えた．彼等はまた聖寒が彼の上に降り  

るのをみた．そこで彼ほ以前全然知らなかった  

如1d ofIosel）h c肝l）e‡1〕  

Josephほ女王の居る宮廷に留っていたのだつ  

た．女王が尋ねるのに「あなたほ私の主人につ  

いてどうお考えですか．あなたが前に仰言った  

ことは確巽に為されるとお思いですか」Joseph  

が言うのに「そうです．神の大能により王は必  

ず勝利をしめ，神の限りない恩寵により，その  

傷も癒されます」「それでほ私も主人が帰って  

来たら信仰をすゝめましよう」と女王は言って  

Joseゆの言う通りの（〕redoを噂讃してから，  

自分が信仰に入った経緯を語り始める．  

「私，あなたに本当のことを申しとげましよう．  

どうして私がクリス敦信者になったかが，何時  

そうなったかを．私の母がまだ生きている時の  

こと，母は永い問，悪い病に取憑れており，色々  

の場所へ行ってみましたが癒されなかったので  

す．豪の近くに一人のhernlitが住んでいたの  

で，或る日のこと，そこへ二人で行ってみまし  

た．母ほこの隠者に癒して頂くよう頼みました．  

するとその人が言うのに‘‘私ほあなたと同じく  

罪淡い着で，あなたを癒すことほ出来ません〃  

というのです．母ほ“あなたが希望を托してい  

る方に祈っても簸駄ですか〃，と問いました．す  

ると彼は‘若しあなたが－†esllSを信ずれば，私  

ほ約束しますが，此処を去られる前にあなたは  

よくなりますよ”というのです．そこで彼は母  

を睦まづかせて，聖書を開き，その中の福音書  

を一章読み，母に立ち上るよう命じました．す  

ると母ほたちどころにその病から癒されたので  

す．それから母が言うのに，“いとしいわが娘よ．  

お前は私のやうになりたくないか．彼を信じな  

いか”．そこで私ほ熱い涙を流して泣き，頬を濡  

しました．（andIlVe！）te Waterl17arm aIld  

¶rette my WOngeS，1．6墾7）そこで私は母に言い  

ました．‘‘あの方の項髭ほ灰色だし，そんな老  

ぽれを信ずるわ桝こはまいりません．〃私はその  

偲者を指したと思ったのでした．ところが母は  

全く別の方，イエス，クリストを指したのでし  

た．その時，そのもer‡nitが言うのに“お醸さ  

んその方は，唯今なあたのお母さんが癒えたや  

うに，どんな方でも捺すことができ，叉どなた  
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イギリス中世の一頭韻語：“JosEPROF ARIMAl、出川”（田中）  

やうなことを語り始めた．攻にその負傷した腕  

の捺された男が進み出て，父なる神の名により，  

洗礼を受け，彼はCl∂omadasと呼ばれた．却こ  

王Evala！くがパブテスマを願い出た．・Jose！）h  

ほ父なる神の名により彼をユ蜃ordreyIIS（alate  

m肌）と名附けた．それから攻々とJosepIlわ併  

へ兵士共が来たので，彼は黄金の水盤を両手で  

滞上げ，父と子と聖篭の衝動こより，次々に聖  

水を鰯ぎ，正午迄に受洗した者ほ五千人以上に  

なった．   

最後の部分でJosai）be はこう言っている．  

父Josei止は留ってそこに住むべきで，自分と  

がac如1Sとほ知らぬ土地に行き，人々を教化し，  

彼等の誤解を論駁すべきだと． 然し或る王が，  

Josai止eを獄に投じたので彼ほ最後に助け出さ  

れる迄酷い悲しみの中に過さねばならなかった．  

ところが王nノlordreyIISがその偉大な力を持ち  

来り，彼等を無事故出する．一人残らず．そこ  

でJosapheと彼の一陽はそのHoly Grailを二  

人の者に安全に守るよう任して，彼等はその町  

を去るので，（irailは後に残るのである．  

「斯ういうふうにEヽralakの初期の物語の最も  

輿呼深い部分が此処でぼつんと切れているのほ」  

とSkeatほ説明している．「多分，英語版の著  

者がEvalakやSerai）beの受洗のことを物語  

り，HolyGrailを安全に残したので，ここで  

故意に讐を断ったものと思ほれる．VerIlO11M且  

の写しがこの最後の肝で不完全だということを  

示すようなものほ何も見当らない．」  

5．イ デ ー  

我々現代人は，或る作品を読む時，その作品  

の全体としての傾き，即ち，中心萌思想を把握  

したがるのであるが，近代の作品ならともかく，  

古くからの伝説を織り込み，その都度々々変え  

られた内容を持つ中世ロマンス詩のやうな場合  

にほ，此の挽作ほ椅々困難であると思う．然し  

此もその作品の成立した時代とその作者が詳か  

にされれば，成る程度まで可能でほある．上に  

裁った作品の著者が何者であったかは全く不明  

なので，この方耐からの追求ほ不可能であるが，  

然し，この作品を読んだ感じからいうと作者は  

次々に不思議な出来事を語ることにより神の栄  

光を語らうとしているように思ほれる・   

此が最初作られたと推定される時代をみると，  

11隻7年忙始った第二回目の十字軍ほ，その後，  

回を重ねるに従って不成功に終り，再び各教会  

にはⅩ11主ghtsTemplars出発の命令が下ってい  

た．聖地は授かされてほならぬし，どうかして  

苛賊から奪回しなければならなかった・しかる  

に十字軍はいよいよ思ほぬ困難に遭遇し，騎士  

達の士気も鈍ったので，ここに騎士蓮の士気を  

興壊し，宗教的栄光を求めることを奨励する作  

品が生れたものと思う．このた獲）には前にも言  

ったやうに Holy ScriptllreS の中の人物が  

lミritai11にも居たことを記すのも一つの思附だ  

ったと思ほれる．そこであの偉大な王 Arthllr  

の埋められたGlastoIlbtlry に主人公を上陸さ  

せて英国に花を持たせんとしたものでほあるま  

いか．   

私は此を読んで思うのだが，此の中に出て来  

る1VOndersや miracles は何といつても当時  

の人間の虞脳の要求したものであらう．彼等は  

CrllSadeの宗教的感激から中半，理性を失って  

いたのであらう．だから此を読むことにより，当  

時の人々はSarrasの侵される有様をまぎまぎ  

と見，叉次々に示される十字架のクリストの不  

思議な威力に打たれて東方への興奮と宗教的熱  

情に燃えたことであらう．斯くすることにより  

当時の文学の斤掴ま充分果し得たものと思ほれる・   

だから我々はこの作品の中に全体としての統  

一あるイデーを見るというよりも，当時の作家  

達が如何に想像力を働かせて，或るイデーから  

他のイデーへと次々に移って行ったかをみるこ  

とに興味をおぼえる．  

6．様 式（方言と語法）  

i．方言．此の詩の書かれている方言のことを  

先に述べるとSkeatほ次のやうに言っている・  

「alliterative metreの最上’の例は端）rthern＆  

1VesterIldialects の中に見出されるという私  

の論文中の注意ほ，SOtltben－SCribe によるも  
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のと思はれる詩の中の SOut土1ern form である  

この詩の場合も真理である．然し，私が此処で更  

に注意して置き度いことは，混交した方言で書  

かれた作品は最も注意深く取あとほれねばならぬ  

ということである．方言のfornユの混交はSCribe  

によるものだとするのが普通であるが，然しこ  

のことは必ずしもそうとは限らぬ．斯る結果を  

説明する三つの解決法とそうでない唯一の場合  

とがある．その三つの解決法とほ，即ち，こうで  

ある．①著者が自分の国のでない或る他所の方  

言で書こうとした場合．②或ほ混合した方言で  

話し，書いた場合．⑧又著者ほ一方言で書いたが，  

Seribeが後に，自分がよりよく親んでいるもう  

一つの方言の形に，著者の月山、た形の多くを変  

えた場合．勿論この解決法のl中，第三のものは  

一般的に真玉計ごあるが，然し此ほ普遍的に採用  

されるとほ限らぬ．というのほ，稀ではあるが他  

の学説の例も綿実際にほ発見されるからである．  

第一の説はあのLancelot of tbeI」aikの場合  

真理であるところのものであり，叉 Scottish  

authorの詩の幾つかにとって真理であるところ  

のものである．第二の説はPiers the‡）lolVmall  

に対して真理であり，その中の少くとも 38の  

MSS．は混合した方言で書かれて居り，そのこと  

ほその著者に由来したことに違いない．そして，  

Joseph of Arimathieの場合には，第三の説  

（普通の説1が適促される．そのわけほ，SCribe  

のSolltherIlizil喋TeIldellCies ほよく知られた  

日東北英語英文学会にて発表．）  

丁．文学的債値  

文学的価値も厳密に言えば，万物と同じく変  

造する．ただ文学の場合，言い得ることほ，そ  

の作者の意図することが，旨く表出されている  

かどうかに価値の規準は置かれると見るべきだ  

らう．   

この詩の主題ほS王IrraSの王Evalakの楯の  

挿話とAri†）′泊thiaのJt）Sei）bの胃険とである  

が，詩人ほその目的のために言菓をうまく用い  

ているようにみえる．例えば，501行（Breek  

braynesa－brodbrllSedehisweplle）や6生7行の  

（A11dIwepte water warln andWette my  

woIlgeS，）等の如く，調子のよい頭韻の重る行の  

多くほ実に簡潔で感動的である．1V．p．xerも言  

うように頭部詩ほ，殊に戦場描写に適当であつ  

て，この詩の中でbattle sceIleのリアリスチッ  

クな筆致は，現代のリアリズム作品の或るもの  

にも劣らぬ力強さを示している．前に挙げた1．首  

昭一517は言うにおよばず，その他次の如きすぐ  

れたものがある．（結成内は試訳〉   

Alt，Oqhurles）e helm and 〉e hed vnder   

（1．533）   

（quite h11rlsilL tWaillthe helmet and the   

headll11（1er）   

wi〉e 〉e de〉iIlllis hals do11Ill柑rd he   

dllppeS（1．53生）   

（with the deat，hi11hisIleCk downwards   

he dii）S）   

made王1〉er a siker werk alld slowe‡上 hem   

vp cleIle（1．6日5）   

（madellthere a secure work of（lefellCC   

alld扇ew仏erH SO Cユeanly）  

ことであり，SCribeが写した数知れぬ他の断片  

から解るのである．文一方，この中に発見され  

る北方の形ほオリヂナルなものでなくてほなら  

ず，一般に北方，或は西方方言である衷説話に  

よく知られた事実によって 

のに，この・Tose蔓血of AI・i！nathie の諸ほ，も  

とは West－1年idlaIld 方言であったが．その  

forlnSが屡sout王IerIISeribeに依り変えられた  

ものであると思う．それ故SCribeがそのまゝ残  

したと思はれるnoIいSo11thern formsに注意す  

ることは愈々興味深いことである．」  

ii．語法．（紙数の都合上省略．錦この語法の  

主なるものに就いてほ，昭和二十七年十→月八  

（この小紹介は昭和二十六年度文部省綜合斜嘩溺甥  

費によるi好究絵笛分の一部である。）  

一審 著 書－  

中世の英文撃と英語   

英国文畢史（革l巷）  
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ィギ←リフ＝1叩の一頭更椙寺：“J（1紺P托OF ARTMAT抒†筑”（川中）  

GreeneR：Tムe S王lnrt王iistory or Engli当主1比ople．  

Ker W．p．：ユ†ediev孔IEnglisIlI」iもeratl－re．  

S】こ用t，W．1V・：EETS，・Iosぐph or Arim孔tllie．  

（Original伽ries 44・）  

Skeat W．W．：The CいnCisc Middle Engli5h  

Dictionary・  

ぶewll（さfうtfllIlent．  

▲1一班iOriヱe（lヽ7ぐr→ion or A咽Ii托，Z《－itメ（右rirt rか  

印画ihぐ11e Pjlilolr－如e，40f王子lnd．  

Brown：1’11e Sl－（汀t fIihtOry Or Engl；shボit）le．  

Cqwper’JApりげyp‡l孔IG（）HpPl・  

C（）Illptr）n’－ pi（－t11re（lEncyt・lopi（1ia．  

Dllmm（舟11V：Th（10n（1Vqltll11eIミible C〇l廿nlPntarY．  

A B S T R A C T  

All（i．丁（ノーSeI止abode at Sarras f■oril  

ll′ムile，11七ilstJoseplle a！1d Sera】血e（brotIler  

Of tIle（itleell（－f fコ、▼atak）set out11pOlla  

missional・yJO11rlley，the Holy G用ilbeil唱  

1eft at F；王も汀aS，iTltも．e ぐh托rge Of two（げ  

・了osel）b s’co｝）叩肌y▲  

Afte川√ar心 they11■ereilIlpr上S（）11ed bユr tIle  

kilユg Of NoTth Wales；1′T（－で（lreys，however，  

sec11r（ラーltbeIn bユ▼hislnySterio11SpOl、′er・，，   

Wlly this st－）ry Of JosEPH OF  

ARIMATIE IS COIlIICCted with t，he  

Artilllria11丁一ege11（iis that，0Illy tbeIlOblest  

「；AI．AHAI） Of all thc knights of the  

Rotl‡1d Tablel）reSi（le（iover by King  

Arthur，WaS ablet（一really catch sight of the  

Holy Grail，Which，it had been believed，  

Ⅵ一誌S brol喀血tiIltO‡主ritaiIlbjrllO Otber仏aII  

Josel）h oでAri－nat11ie・Thatis，IfollIl（li－1  

Among EETS】）ublicatioIISItreated  

仏e aliiterative 】）Oem Of ．アosEP王‡ OF  

ARIMATHIE，11・hich tells us a co11rSe Of  

the history of the Holy GrailcIosely  

relat（さd t（－ theJlrthllriall T」egeIld．Ttle  

l）reSellt 壬－11blicatioIl（origiIlalseri（ラS，生4，  

edited bγ1V．W．Skeat）coIltai11S the  

followITlg four”－r ‘‘・アosEPH OFJゝRIMA－  

THIEい（froTn t土1eヽr叩10Ilユ‡S），Thel）rOSe  

HT．YFE OF JosEPH OF ARMATHY”，“r）E  

SANCTO．了osEPH AB ARIMATHIAり， aTld  

The Verse＝I．YFE OFJosEPH OFJtRIMATHIA”  

AIld thel雨tt汀 three，馳eat says，are  

edi七e（ま主Tl仏e5a！lje SO壬もS tOllell）tlle reader  

COnlprt、IleI上SioIlOf tIle first・SりⅠ（、011Clll（le（l  

iTlInyl渦1）er that thel）Oe－℃ Sh州■S a  

SuCCeSSfl11 represelltatioll aS aIl（）1（ま  

点11iterative l）Oen〕i11｝ne（1ievalage of  

Ellgland，SlⅢ1汀ユerlZll唱 thelVhole story as  

で01loⅥ・S：   

“After－）llr Lor（i’s EIltO‡Ⅰ血Tleflt，by tlle  

Je耶 Ⅵ朋 Seize（lJosei）h of Ari汀1athia  

beca11Se Of hisloyalty to thel’JOrd，b11t he  

、ⅧS released so blissfll11y that・Toser）h，1Vith  

ムislVife，his soIl・Jo5apムe 鋸1d a compaIげ  

Of fiftypeOPle，1eftJerlLSalenlfor foreigII  

COuntries to preach gospel．At first they  

arrived at Sarras ¶－hereJosel）h collVerted  

the kiI唱Evala女郎111Ⅰ卜believer wllO atlast  

WaS baptizediTltheIlame Of n仙r（lreys，by  

JesllS Chl・ist，s miraeles．  

thc present alliterative p（）emthe11eXtli11eS：  

Go 〉nllTn（）St t（）〉ilVyf gete わIl  

‡上105t工Ie（】e   

A cIlild，Cal臨書la（lscもall）e hot（】Il  

〉at goo由1eSe SCIl札Ireise   

〉e A11eIltllrllS Of玉rlltayIle tO血a11nSeIl  

aild to b．（）1deIl．‖（1．9B8「932）．  
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